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平
成
29
年
度
「
事
業
計
画
」
「
収
支
予
算
」
が
３

月
21
日
開
催
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
。
４
人
に
１

人
が
65
歳
以
上
と
い
う
超
高
齢
社
会
が
進
展
す
る
中
、

年
金
支
給
年
齢
の
段
階
的
引
き
上
げ
や
65
歳
ま
で
の

継
続
雇
用
な
ど
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
早
急
に
総
合
的
視
点
に
立
っ

た
施
策
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
年
度
は
、
地
域
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
就
業

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
の
「
居
場

所
」
と
「
出
番
」
を
作
り
、
「
生
涯
現
役
社
会
」
の

実
現
に
向
け
て
の
役
割
を
果
た
す
と
共
に
、
生
き
が

い
の
充
実
、
社
会
参
加
の
促
進
や
地
域
社
会
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
。

基
本
方
針

１ 高齢者の入会促進と就業機会の

確保・拡大

２ 安全・適正就業の推進と魅力あ

るシルバー人材センターの実現

３ 組織の充実・強化と運営基盤の

強化

４ 公益目的事業の着実な実施と地

域社会への参加活動推進

会員数 ７１５人

入会率 ２．１％

受注件数 ２,６００件

就業延人員 ５３,０００人

就業率 ８２％

契約金額 31 3,000千円

実

施

計

画

（
１
）
雇
用
に
よ
ら
な
い
臨
時
的

か
つ
短
期
的
な
就
業
又
は
そ
の
他

の
軽
易
な
業
務
に
係
る
就
業
機
会

の
提
供

①

受
託
事
業

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
充
実
と
福
祉

の
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
活
力
あ
る

地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
、

高
齢
者
に
相
応
し
い
地
域
に
密
着
し
た

仕
事
を
家
庭
、
民
間
事
業
所
、
官
公
庁

等
か
ら
有
償
で
引

き
受
け
、
こ
れ
を

高
齢
者
に
対
し
て

そ
の
能
力
、
希
望
等
に
応
じ
て
請
負
又

は
委
任
の
形
式
に
よ
り
就
業
機
会
を
提

供
す
る
。
ま
た
、
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
就

業
や
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し

仕
事
の
分
か
ち
合
い
に
適
切
に
配
慮
し

て
い
く
。

①

有
料
の
職
業
紹
介
事
業

臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
仕
事
又
は
そ

の
他
の
軽
易
な
業
務
に
係
る
仕
事
の
求

29
年
度
事
業
計
画
（
大
綱
）
決
定

人
を
受
け
付
け
、
そ
の
よ
う
な
仕
事
を
希

望
す
る
会
員
及
び
一
般
高
齢
者
の
た
め
に

有
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
。

ア

数
値
目
標

・
求
人
件
数

１
件

・
有
料
職
業
紹
介
事
業
収
益

１
千
円

②

一
般
労
働
者
派
遣
事
業
（
シ
ル
バ
ー

派
遣
事
業
）

臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
仕
事
又
は
そ
の

他
の
軽
易
な
業
務
に
係
る
就
業
の
範
囲
内

に
お
い
て
、
派
遣
労
働
を
希
望
す
る
セ
ン

タ
ー
会
員
の
た
め
に
一
般
労
働
者
派
遣
事

業
を
行
う
。

ア

数
値
目
標

・
受
注
件
数

５
件

・
労
働
者
派
遣
事
業
収
益

７
０
０
千
円

就
業
上
必
要
な
技
能
、
知
識
を
就
業
意

欲
の
あ
る
高
齢
者
に
付
与
す
る
こ
と
に
よ

り
、
実
際
の
就
業
に
結
び
付
け
る
と
と
も

に
、
よ
り
広
い
就
業
分
野
で
の
仕
事
の
確

保
提
供
す
る
た
め
次
の
と
お
り
講
習
会
を

行
う
。

ア

刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る
安
全

衛
生
教
育
講
習
会

(

２
面
へ
）

数
値
目
標

（
２
）
雇
用
に
よ
る
臨
時
的
か

つ
短
期
的
な
就
業
又
は
そ
の
他

の
軽
易
な
業
務
に
係
る
就
業
機

会
の
提
供

（
３
）
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
就

業
ま
た
は
そ
の
他
の
軽
易
な
業
務

に
係
る
就
業
に
必
要
な
知
識
及
び

技
能
を
付
与
す
る
た
め
の
講
習
会
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（
１
面
か
ら
）

イ

駐
車
場
整
理
業
務
講
習
会

ウ

接
遇
マ
ナ
ー
講
習
会

エ

介
護
研
修
・
講
習
会

オ

そ
の
他
各
種
講
習
会

（
４
）
上
記
（
１
）
か
ら
（
３
）
の
事
業

を
推
進
す
る
た
め
の
諸
活
動
及
び
そ
の
他

の
社
会
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
諸
活
動

推
進
実
施
計
画
の
策
定

エ

就
業
日
報
（
裏
面
に
あ
る
安
全
就
業
点
検
表
）

を
活
用
し
た
健
康
管
理
の
啓
発

オ

「
ニ
ュ
ー
ス
ゆ
ん
た
く
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
よ
る
情
報
の
発
信
、
周
知
等

③

調
査
研
究

本
事
業
の
実
績
を
集
計
す
る
ほ
か
、
時
代
の
要
請

に
対
応
し
た
事
業
展
開
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り

調
査
研
究
を
行
う
。

ア

高
齢
者
の
就
業
に
対
す
る
意
識
調
査
に
関
す
る

調
査
の
実
施
（
就
業
相
談
等
）

イ

他
セ
ン
タ
ー
の
情
報
を
収
集
す
る
ほ
か
、
当
セ

ン
タ
ー
の
情
報
を
基
に
分
析
研
究
し
、
セ
ン
タ
ー

事
業
に
反
映
さ
せ
る
。

④

就
業
分
野
の
開
拓
・
拡
大

地
域
の
一
般
家
庭
、
事
業
所
、
官
公
庁
等
を
訪
問

し
、

高
齢
者
に
相
応
し
い
仕
事
を
開
拓
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
就
業
能
力
や
経
験
を
把
握
分
析
し
、

地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
仕
事
の
提
案
を
次
の
と
お

り
行
う
。

ア

官
公
庁
（
市
長
、
市
議
会
議
長
、
担
当
部
局
等
）

へ
の
要
請

イ

事
業
所
、
自
治
会
、
団
体
等
へ
の
訪
問

ウ

開
拓
員
や
会
員
が
一
般
家
庭
等
を
訪
問
、
チ
ラ

シ
配
布
し
就
業
開
拓
・
拡
大
を
図
る
。

⑤

企
画
提
案
方
式
事
業
に
よ
る
事
業

地
方
公
共
団
体
と
協
力
体
制
を
も
っ
た
地
域
密
着

型
事
業
で
「
介
護
」
を
重
点
分
野
と
し
て
会
員
参
加

に
よ
る
創
意
工
夫
を
取
り
入
れ
た
企
画
提
案
方
式
事

業
を
施
行
し
、
就
業
機
会
の
確
保
を
図
り
事
業
の
活

性
化
を
促
進
す
る
た
め
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

ア

介
護
予
防
事
業

介
護
予
防
講
習
会
の
実
施

①

普
及
啓
発

本
事
業
へ
の
信
頼
と
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

一
般
市
民
、
事
業
所
、
官
公
庁
に
対
し
、
本
事
業

の
意
義
と
基
本
的
な
理
念
及
び
仕
組
み
等
を
周
知

す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
自
身
の
本
事
業
に
対
す

る
意
識
啓
発
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
取
り
組

む
。

ア

独
自
の
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

イ

普
及
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布

ウ

情
報
誌
「
ニ
ュ
ー
ス
ゆ
ん
た
く
」
の
発
行

エ

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
（
沖
縄
市
福
祉
ま
つ

り
等
）

②

安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
の
維
持
と
安
全
の
確
保

を
図
り
な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
仕

事
を
安
全
か
つ
適
正
に
遂
行
で
き
る
よ
う
、
安
全

意
識
の
高
揚
と
啓
発
活
動
を
行
う
た
め
次
の
と
お

り
取
り
組
む
。

ア

安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
の
開
催

イ

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

ウ

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
開
催
と
安
全
対
策

⑥

相
談
、
情
報
提
供

入
会
を
希
望
す
る
高
齢
者
を
対
象
に
入
会
説
明
会

を
実
施
し
、
高
齢
者
か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る
ほ
か
、

地
域
に
お
け
る
働
く
高
齢
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
雇
用
、
就
業
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
係
る
相
談
、
情
報
提
供
を
一

般
市
民
や
高
齢
者
に
行
う
た
め
次
の
と
お
り
取
り
組

む
。

ア

入
会
説
明
会
の
開
催

イ

就
業
相
談

⑦

社
会
参
加
活
動
の
推
進

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
高
齢
者
を
対
象

に
「
で
き
る
こ
と
」
・
「
で
き
る
範
囲
で
」
行
う
社

会
参
加
活
動
を
一
般
市
民
と
連
携
し
て
実
施
す
る
。

ま
た
、
加
齢
に
伴
い
就
業
を
離
れ
た
高
齢
者
に
対
し

て
は
、
高
齢
会
員
等
の
生
活
環
境
に
合
わ
せ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
社
会
活
動
の
機
会
を
推
進
し
て

い
く
。

ア

下
校
時
の
児
童
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

イ

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ウ

手
工
芸
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

組

織

の

充

実

・

強

化

と

運

営

基

盤

の

強

化

「
自
主
・
自
立
」
「
共
働
・
共
助
」
の
理
念
に
基
づ

き
、
地
区
・
地
域
班
、
職
群
班
の
組
織
力
向
上
と
地
域

に
貢
献
す
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
体
制
の
充
実
・
強
化
に

努
め
る
た
め
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

ア

定
時
総
会
の
開
催

イ

理
事
会
の
開
催

ウ

専
門
委
員
会
の
開
催

エ

そ
の
他
必
要
な
会
議
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巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
で
事
故
防
止
を
訴
え

安全・適正就業委員

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
（
島
袋
哲
行
委
員
長
）
は
３
月
３

日
、
就
業
現
場
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
、
事
故
防
止
を
訴

え
た
。
こ
の
日
参
加
し
た
の
は
、
島
袋
哲
行
委
員
長
、
玉
城
テ

ル
子
、
古
謝
博
子
、
高
吉
満
弘
委
員
の
４
人
。

メ
ン
バ
ー
４
人
は
、
中
城
湾
港
新
港
地
区
内
の
三
角
公
園
、

倉
浜
衛
生
施
設
組
合
最
終
処
分
場
、
コ
ザ
運
動
公
園
を
巡
回
し

た
。
２
月
に
発
生
し
た
２
件
の
転
倒
事
故
は
、
日
常
い
つ
で
も

誰
で
も
起
こ
し
得
る
事
故
だ
け
に
、
島
袋
委
員
長
の
訴
え
に
就

業
会
員
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

中城湾港新港地区内の清掃就業グループに、「日常

生活での健康管理や加齢による身体の機能変化を自覚

し、慎重な行動を心掛けて事故を未然に防止しよう」

と話す高吉委員。（写真右）

過去の事故例を示し現場状況に即した、防護ネットの使用

や刈払機の取り扱いなどのアドバイスをする島袋委員長。仲

井真グループ（仲井真憲盛リーダー）（写真上）とコザ運動

公園就業グループ（玉城テル子リーダー）

作
業
前
の
安
全
・
危
険
予
知
の
確
認
を

連
合
と
合
同
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

連
合
と
の
合
同
安
全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
が

３
月
23
日
、
馬
場
都
市
緑
地
、
山
里
都
市
緑
地
両
現

場
で
行
わ
れ
た
。

連
合
の
照
屋
栄
安
全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
指

導
員
は
「
作
業
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
大
切
。
現
場

状
況
を
的
確
に
把
握
し
た
上
で
就
業
に
当
た
っ
て
頂

き
た
い
。
ま
た
、
道
具
の
整
理
整
頓
、
救
急
箱
の
点

検
等
、
細
か
い
事
に
も
目
を
配
っ
て
欲
し
い
」
と
話

し
て
い
た
。

上
江
洲
勝
安
全

担
当
は
「
今
年
度

起
き
た
５
件
の
う

ち
３
件
が
転
倒
に

よ
る
傷
害
事
故
。

加
齢
に
よ
る
筋
力
、

体
力
の
低
下
を
自

覚
す
る
こ
と
も
必

要
。
過
信
は
重
大

な
事
故
を
招
き
や

す
い
」
と
実
際
に

起
き
た
骨
折
事
故

例
を
挙
げ
て
注
意

を
喚
起
。
事
故
ゼ

ロ
を
目
指
そ
う
と

激
励
し
た
。
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活 動 を 確 認
会 開 催

全地区とも地域貢献やボランティアへの積極参加を決議した。

また、事務局からの報告事項や昨年９月に厚生労働省より示さ

れた「適正就業ガイドライン」についての周知活動を実施した。

平成29年度活動計画

地

区

長

越
来
・
宮
里
中
校
地
区

地

区

長

銘

苅

朝

弘

地 区 長 銘苅 朝弘

副地区長 浜比嘉宗明

書記・会計 八幡 勝

越来班長 石川 静子

城前班長 銘苅 朝弘

住吉1班長 豊里 誠吉

住吉2班長 真喜屋実興

嘉間良班長 新本美津枝

宮里1班長 翁長 豊正

宮里2班長 新垣 盛健

古謝班長 八幡 勝

山
内
中
校
地
区

唐

眞

辰

夫

・班長会議

・下校時安全パトロール

・ボウリング大会

平成29年８月

・忘年会 12月

・沖縄ﾏﾗｿﾝﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

平成30年２月

・地区総会 ３月

安
慶
田
中
校
地
区

小

橋

川

洋

一

地

区

長

地 区 長 小橋川洋一

副地区長 宮里 政助

副地区長 小橋川 啓

会計・書記 宮平 傳永

室川１班長 仲田 仙松

室川２班長 諸喜田茂一

照屋１班長 津波フミ子

照屋２班長 金城 ツル

照屋３班長 仲里 修

安慶田１班長 新垣 秀子

安慶田２班長 渡久地悦子

安慶田３班長 上原キヨ子

安慶田４班長 屋宜 繁俊

平成29年度活動計画

・三役班長会議

毎月第3土曜日

・下校時安全パトロール

毎週水曜日

・ボウリング大会

平成29年8月

・グラウンドゴルフ大会

11月

・新年会 平成30年1月

・地区総会 3月

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
を
通
し
て
他
地
区
と
の
交
流
を
更
に
推
進
し

て
い
き
た
い
。
地
区
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
員
仲
間
と
の
交
流
を
深
め
、
各
種
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
推
進
し
ま

す
。
更
に
地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
、
安
心
・

安
全
な
環
境
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

会
員
み
な
さ
ま
の
融
和
を
図
り
地
区
活
動
へ

の
積
極
参
加
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
特
に
下

校
時
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の
参
加
、
会
員
同
志

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
、
楽
し
い

地
区
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

・班長会議

・ピクニックﾕﾝｲﾁホテル南城

平成29年７月

・グラウンドゴルフ大会

10月

・新年会 平成30年１月

・地区総会 ３月

平成29年度活動計画

諸見里1班長 福本 康治

諸見里2班長 宮里 澄子

山内班長 東 辰俊

山里班長 金良 武夫

久保田班長 与那嶺良子

南桃原班長 呉屋 本徳

地 区 長 唐眞 辰夫

副地区長 當眞 嗣吉



（５）平成２９年４月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１２０号）

地 域 密 着 の
地 区 総

平成28年度地区総会が３月８日の越来・宮里中校地区を皮

切りに、全６地区で開催された。28年度の活動、収支決算報

告と29年度の活動計画が審議された。今年度の活動計画では

地

区

長

・ピクニック

(山原・今帰仁）

平成29年8月6日

・グラウンドゴルフ大会

10月29日

・忘年会 12月9日

・地区総会

・毎週水曜日

下校時安全パトロール

地 区 長 山田 浩

副地区長 糸数 昌子

副地区長 金城 吉信

平成29年度活動計画

平成29年度活動計画

美
里
中
校
地
区

地

区

長

山

田

浩

コ
ザ
中
校
地
区

地

区

長

上

里

謙

信

地 区 長 上里 謙信

副地区長 金城美年子

副地区長 西平 仁

センター１班長 新川 秀光

センター２班長 久場 キク

胡屋１班長 松江 義男

胡屋２班長 名幸 正利

胡屋３班長 松田キヨ子

胡屋４班長 仲村 昌吏

園田１班長 仲宗根京子

園田２班長 嵩原 凉子

中の町１班長 松江 義男

中の町２班長 伊計 盛基

中の町３班長 西平 仁

・ピクニック

平成29年6月

・ボウリング 6月

・グラウンドゴルフ 10月

・忘年会 11月～12月

・地区総会 平成30年3月

・下校時安全パトロール

・清掃ボランティア

（中央パークアベニュー）

・コザ小学校

（草刈ボランティア）

美里1班長 中村 良勝

美里2班長 宮城 正勝

美里3班長 仲井真憲盛

美里4班長 當山 清繁

知花1班長 金城フサ子

知花2班長 池原 豊光

松本1班長 徳盛 猛

松本2班長 安次富和江

松本3班長 上間 光子

登川班長 高良 幸栄

池原班長 島田 時夫

美
東
・
東
中
校
地
区

桑

江

良

次

泡瀬１班長 大城 勝成

泡瀬２班長 垣花 常次

泡瀬３班長 東 洋一

泡瀬４班長 大城 忠

泡瀬５班長 喜屋武 進

大里１班長 玉城 キヨ

大里２班長 米須 清雄

東桃原１班長 下地ヨシ子

東桃原2班長 村田 正義

海邦班長 仲真 節子

高原１班長 砂川 幸子

高原２班長 平良 正吉

比屋根1班長 西村 弘

比屋根2班長 川満三喜男

与儀班長 一ノ瀬喜正

地 区 長 桑江 良次

副地区長 喜屋武盛正

副地区長 小底 君子

平成29年度活動計画

・学校安全のﾊﾟﾄﾛｰﾙ区のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

清掃

・各小学校の下校時安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ

の充実

・ボウリング大会、ピクニッ

ク、グラウンドゴルフ大会

・清掃ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（中央ﾊﾟｰｸｱﾍﾞﾆｭｰ）

・忘年会

今
年
度
は
地
区
長
３
年
目
。
さ
ら
に
大
き
く

前
進
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
下
校
時
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
と
小
学
校
の
草
刈
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
者
を
増
や
し
地
域
密
着
を
図
る
。

健
康
第
１
を
目
指
し
、
会
員
皆
様
と
共
に
地

区
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
会
員
間
の
交

流
・
親
睦
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
下
校
時
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
や
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
地
域
発
展
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
等
で
さ
ら

に
親
睦
を
深
め
て
地
区
行
事
へ
の
多
数
参
加
を

推
進
し
て
参
り
ま
す
。
特
に
下
校
時
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
の
新
年
度
は
中
の
町
小
学
校
か
ら
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
御
願
い
し
ま
す
。



（第１２０号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 平成２９年４月５日（６)

地区
活動

無

事

故

記

録

平
成
29
年
２
月
８
日

～

29
年
３
月
29
日
現
在

５０日

今 年 も 児 童 の 安 全 を 守 り ま す ！
下校時安全パトロールの強化で新年度スタート

県

警

職

員

と

合

同

で

巡

回

ー

美

原

小

学

校

ー

美
里
中
校
地
区

（
写
真
前
列
右
か
ら
）
中
村
良
勝
さ
ん
、

浦
崎
武
子
さ
ん
、
仲
西
ト
キ
さ
ん
、
徳
盛

猛
さ
ん
、
（
後
列
右
か
ら
）
比
嘉
賢
太
さ

ん
、
中
村
真
裕
美
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

上
地
勇
満
さ
ん
、
涌
川
多
美
子
さ
ん
、
照

屋
勇
さ
ん
、
上
間
光
子
さ
ん
、
松
田
朝
勝

さ
ん
、
山
田
浩
地
区
長
、
比
嘉
祥
貴
さ
ん

美
里
中
校
地
区
（
山
田
浩
地
区
長
）
は
「
今
年
も

児
童
達
を
輪
禍
、
犯
罪
か
ら
守
ろ
う
」
と
卒
業
式
直

前
の
３
月
８
日
、
美
原
小
学
校
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
た
。

こ
の
日
は
沖
縄
警
察
署
防
犯
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
要
員
の

比
嘉
賢
太
さ
ん
、
比
嘉
祥
貴
さ
ん
が
参
加
、
地
区
会
員

10
人
と
二
班
に
分
か
れ
て
地
区
内
の
巡
回
を
行
っ
た
。

「
シ
ル
バ
ー
会
員
の
方
々
と
一
緒
に
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る

事
で
情
報
交
換
が
で
き
て
地
区
内
の
様
子
が
手
に
取
る

よ
う
で
大
変
助
か
り
ま

す
」
と
話
す
。

第
13
回

理
事
会

平
成
29
年
度
「
事
業
計
画
」

「
収
支
予
算
」
承
認

第
13
回
理
事
会
が
３
月
21
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
は
、

男
性
６
人
が
承
認
さ
れ
た
。
（
内
４
人
に
つ
い
て
は
、

本
人
の
希
望
で
４
月
１
日
付
け
）
。
そ
の
結
果
、
４

月
１
日
現
在
の
会
員
数
は
６
３
９
人
（
女
性
２
６
９

人
・
男
性
３
７
０
人
）
と
な
っ
た
。

議
案
第
２
号
「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一

部
変
更
」

議
案
第
３
号
「
職
員
期
末
手
当
支
給
規
程
の
一
部

変
更
」

議
案
第
４
号
「
平
成
29
年
度

事
業
計
画
」

議
案
第
５
号
「
平
成
29
年
度

収
支
予
算
」
に
つ

い
て
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

平
成
29
年
２
月
の
主
な
実
績
で
は
、
会
員
数
６
３

３
人
で
22
人
の
減
（
▲
３
％
）
、
就
業
実
人
員
３
７

２
人
で
９
人
の
減
（
▲
２
％
）
、
就
業
延
人
員
３
６

３
４
人
で
９
０
６
人
の
減
（
▲
20
％
）
、
配
分
金
約

１
７
５
０
万
円
で
約
３
９
１
万
円
の
減
（
▲
18
％
）
、

契
約
金
額
約
２
０
４
９
万
円
で
約
５
３
９
万
円
の
減

（
▲
21
％
）
と
な
っ
た
。



（７）平成２９年４月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１２０号）

健

康

講

話

心

臓

突

然

死

を

誘

発

～

心

筋

梗

塞

～

心
筋
梗
塞
と
は
、

心
臓
の
栄
養
供
給
の

動
脈
が
突
然
閉
塞
す

る
こ
と
に
よ
り
起
こ

る
。
ま
っ
た
く
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
方

に
も
、
こ
れ
ま
で
健

康
で
あ
っ
た
方
に
も

起
り
得
る
。
夜
間
か

ら
午
前
中
に
多
く
発

症
し
、
心
臓
突
然
死

の
原
因
と
な
る
危
険

な
急
性
疾
患
で
す
。

治
療
の
開
始
が
時
間

と
争
う
病
気
で
す
。

早
急
に
、
迷
わ
ず
、

救
急
車
を
呼
ん
で
く

だ
さ
い
。

曽根史郎中部徳洲会
病院手術室師長

・胸の痛み ・呼吸困難

・吐き気 ・左手小指の痛み

・肩や背中の痛み ・冷や汗

・安静の状態で30分以上胸の痛みが持続する

場合は、急性心筋梗塞を強く疑われる

心
筋
梗
塞
の

前
兆
・
症
状

・心筋梗塞を予防するためには、動脈硬化を予
防する必要がある
動脈硬化の予防には食事・食生活の改善は不
可欠。
バランスのとれた食事でミネラル・ビタミン
補給をしましょう。青魚、えごま油、シソ油、
くるみ、緑黄色野菜、豆類等が有効。

その上で
・糖尿病や高脂血症、高血圧を治療する
・タバコをやめる
・ストレスを溜め込まない
・適度な運動でコレストロールを下げる
・規則正しい睡眠をとる
・塩分を摂り過ぎない

心
筋
梗
塞
予
防
対
策

血
管
年
齢
チ
ェ
ッ
ク
！

い
く
つ
該
当
し
ま
す
か
？

□ スナック菓子、インスタント食品が好き

□ タバコを一日20本以上吸う

□ 運動不足を感じる

□ 責任感が強く、仕事はきっちりする

□ イライラすることがおおい

□ 寝不足が続いている

□ 外食は週に2回以上

□ ストレス解消はもっぱらアルコール

□ どちらかというと便秘ぎみ

０～３ ⇒あなたの血管は、実年以上の若さです。

高タンパク質・低カロリーの食事と適度

な運動を 続けましょう

４～６ ⇒あなたの血管は実年齢と同じです。一日

一万歩を目標に頑張ればまだまだ若くな

るはずです！頑張りましょう

７～９ ⇒あなたの血管は、かなり老化が進んでい

ます。まずは健康診断を受けて、体の状

態をきちんと把握しましょう

・心筋梗塞の原因は、動脈硬化が進

行することや血管内の脂肪などの

固まりが破れて血栓ができてしま

うことにある

・動脈硬化は加齢とともに進行する

ため、一種の老化現象

・患者数は男女とも50歳代から増え

始め、60歳代、70歳代が一番多い

心筋梗塞の原因

「
刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る

安
全
衛
生
教
育
」
の
お
知
ら
せ

〝

技
術
・
技
能
及
び

安
全
面
の
向
上
を
目
指
す

〟

・
開
催
日

平
成
29
年
４
月
26
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
場

所

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
会
議
室

・
参
加
希
望
者
は
４
月
24
日
（
月
）
ま
で
に

事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
翌
月
に
繰
越
し
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
下
さ
い
。

新
入

会

員

紹

介

３
月
21
日
及
び
４
月
１
日
付
で
６
人
（
男
性
６

人
）
が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

【
３
月
21
日
付
】

池
味

謙
次

（
美
里
中
校
地
区
）

高
江
洲

昌
直

（
美
里
中
校
地
区
）

【
４
月
１
日
付
】

上
地

強

（
美
里
中
校
地
区
）

仲
西

弘

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

大
石

光
男

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

真
部

武
正

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）



４月の予定

10
日
（
月
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

25
日
（
火
）
午
前
10
時

理
事
会

26
日
（
水
）
午
前
９
時
～

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

（第１２０号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 平成２９年４月５日（８)

編

集

後

記

編

集

仲間を募集しています！

上
原

秀
雄

東
條

正
躬

田
中

穣

新
年
度
に
入
り
「
29
年
度
事
業
計
画
」

が
ス
タ
ー
ト
、
高
齢
者
の
「
居
場
所
」
と

「
出
番
」
を
作
り
、
「
生
涯
現
役
社
会
」

の
実
現
を
目
指
す
。
会
員
一
人
ひ
と
り
が

参
画
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
。

小
学
校
も
入
学
式
を
終
え
、
元
気
な
ち

び
っ
子
た
ち
が
新
し
い
環
境
に
挑
戦
し
て

い
る
姿
は
何
と
も
微
笑
ま
し
い
。

そ
ん
な
児
童
た
ち
を
守
ろ
う
と
全
地
区
が

下
校
時
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。
ぜ

ひ
多
く
の
方
た
ち
の
参
加
を
期
待
し
た
い
。


